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憩いの場所を提供するために…

「２年間の取り組み」

プレーゲおおひと ショートステイ

社会福祉法人 春風会

＜はじめに＞

・果たして利用が満床になるだろうか？

利用者０からのスタート・・・

・選ばれるショートステイになれるだろうか？

＜現状と問題点＞
まずは利用者数をふやさなくては！！

春風会の施設 新築・個室
魅力

【１年目】

『何で申し込みが来ないのか・・・？？』

個室料金が高い？？ 存在を知らない？？

待っているだけでは・・・×

自分たちから動く！！

・プレーゲの考えや思い

・ＣＭの仕事・立場の理解

お互いの壁をなくす！！

相談しやすい関係

困難ケースを受け入れる

『取り組みⅠ』ー事業所を知ってもらう

現場職員が実績表（収入）を見て分析

・分たちの頑張りで収入が上がる
・自分たちが施設を支えている

自信に繋がる

『取り組みⅡ』ー職員に経営意識を持ってもらう

・疾病についてはどのような症状が出るもの
なのか勉強会、検討会を開き、対応方法を学ぶ

・職員間の申し送り方法の見直し

・新規利用者の情報が入り次第、対応につい
て話し合う

『取り組みⅢ』ーサービスの質の向上を目指す
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『活動の成果と評価Ⅰ』
《事業所を知ってもらう》

ＣＭと対面でコミュニケーションをとる

プレーゲの存在をアピール

【１年目】

ショートについて

趣味・特技

考えや思い

世間話

利用人数が少ない

ラッキー♪今日は楽な日♪

収入が減ってしまう

自分たちのサービスが悪いのではないか

《経営意識を持つ》

《サービスの質の向上を目指す》

③どのような相談にも対応できる施設と印象づけた

①現場職員の受け入れ態勢が整う
②困難ケース受け入れに繋がる

④多くの利用紹介が続くようになった

＜勉強会・会議の開催＞

情報収集 知識・技術

『何があっても対応できるようになっていく』

心にゆとりが生まれ、より良いサービスへ

利用実績の向上

③『現状と問題点Ⅱ』
利用者数増加、満床が多く見られるようになった

「来たくないけど連れてこられた」 「俺は（私は）家族に捨てられた」

【２年目】

「デイよりつまらない」 「デイに行きたい」

「ショートに来るのも悪くないな」

「また泊まりに来るよ」

“憩いの場所になりたい”

（定員１０名 １日平均利用者数 １年目： ５．９人 ２年目：９.０人）

『取り組みⅠ』

体操・レクリエーションなどの「動」の活動

映画鑑賞・お菓子作りなどの「静」の活動

【午前】

【午後】

季節に合った
年間表を作成

月に４回以上実施
『お菓子月間』

設立！

７月 寒天あんみつ風

８月 かき氷

９月 白玉だんご

１０月 どら焼き（ホットケーキミックス使用）

１１月 トースターで簡単！スイートポテト

１２月 甘酒

１月 炊飯器で簡単！カステラ風蒸しパン

２月 白玉入りおしるこ

３月 桜もち

《ショート現場職員》

実施当初は職員が働きかけることが多く見られたが、
次第にリクエストや自発的な発言や行動が多くなった

お菓子作りがきっかけで普段話さない他利用者とも
会話する機会が生まれた

開催日時が不定期で参加に偏りがあったが・・・

寒天あんみつ風 カステラ風蒸しパン かき氷 白玉団子
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個別に力を入れたい！！

全体だけでなく・・・

個室の
有効活用

利用者との
会話時間

『おはなしノート作成』

『取り組みⅡ 』 ＜個別会話時間＞

プライベート空間での会話時間を設け
ることで、互いに親近感がわいた

利用者達の日頃の悩み・不安・相談等、個々がどんな
思いで・決心で利用しているのか、知ることができた

会話をしていく中で、ショートステイにどんな事を
望んでいるのかをくみ取る難しさを痛感

普段何気ない日常の中でも、会話が増え、
個々の過ごし方に変化がでてきた

表情が硬く、話しかけても「娘から聞いてなかった」と涙ぐむ。「幼い頃
は可愛かった」「大人になったら偉そうになった」「昔は私の話をちゃんと
きいてくれた」と愚痴をこぼす。暫く話を聞いていると「悪かったね、忙し
いのに。あのコもいろいろあってのことだとわかっているんだけどね。」と
苦笑い。「あんたは、親を大事にするんだよ。」と軽く説教される。午後
は、のんびり過ごしたいとのこと。

【Ａ氏 男性】

１０/３

「私が、家を留守にしているから仏壇が心配」「あのコ達は、毎日やって
くれているのかしら」と家の事を心配する。大丈夫であることを伝える。
不安そうな表情で「本当に？」と首をかしげる。安心するよう伝え、午
後は気分転換をしに園内散歩を試みる。

【Ｃ氏 女性】

１１/２

「今日は疲れたから、横になるわ」と横になる。 【Ｂ氏 男性】１１/２６

１２/１１午後からの入浴を嫌う。「家でも入れるのに…」と苦笑い。施設のお風
呂は、評判であることを話すが、入る気にならないとの事、だまされたと
思って入って本当に評判がいいものか確かめて欲しい事を託し、入浴。
入浴後、さわやかな笑顔で「良かった」と。

【Ａ氏 女性】

「こないだのお菓子、あれなんだっけ？」と先月のどら焼きが美味しかっ
たという。作り方を説明「そんなに簡単に作れるもんかね、美味しかった」
と嬉しそうに話す。「昔は、子供らによく作ったものだよ、今じゃあね～
めっきり作らないけどね」と、午後はお菓子作りを行う。

【０氏 女性】

１２/３０

午前中、他利用者と話が盛り上がり、とても上機嫌だった。「さっきね、
向こうで、昔の話になってね、みんな苦労してるんだね。私ばっかりじゃ
ないんだね」とはなす。午後は、皆と一緒に過ごしたいと。

【Ｄ氏 女性】

１/１０

『取り組みⅢ』

《ショート担当職員》

聞き取りアンケート実施
（プレーゲおおひとを選んだ理由とは？？）

『各事業所ＣＭへ』

【２年目】

『利用者・家族へ』

満足度アンケート調査実施

『活動の成果と評価Ⅱ』
＜聞き取りアンケートより＞

～初めてプレーゲを勧めた理由～

新しい 全室個室 ぬくもり系列 街中にある

【２年目】

～再びプレーゲを勧めた理由～
★どんなケースでも嫌な顔をしないで話を聞いてくれたから

★現場職員がとてもやさしく、親身になって利用者のことを考えて
ケアしてくれると家族や他ケアマネより聞いたから

★細かい情報や利用中の様子もきちんと教えてくれ、家族の期待・
ケアマネの期待に応えてくれているから

★ショートの職員は話しやすく聞きづらいことも聞けるし、相談も
しやすいから
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ショートに関わる職員が
共に同じ思い・目的で活動

利用者・家族・ＣＭに伝わり、評価に繋がった

＜満足度アンケート調査実施より＞

「おやつ作りはいつやってるの？」 「おやつ作りに参加してるの？」

本人・家族には伝わりきれていなかった

新たな気づき

利用者数・収入アップにも繋がった

＜今後の課題＞

「作って食べたら終わり」ではなく思い出に残るような配慮が必要

『お菓子作りについて』

開催日時を設定しておき、参加に偏りが出ないようにする

『利用者、家族、ＣＭとの関わりについて』

利用者・家族・ＣＭからの意見・要望にショートに関わる職員が
同じ思いで臨む

個別会話時間の確保継続

『２年間の取り組みを通して』

専門職としてより意欲を持ち続け、日々の業務の確認
を忘れず、専門知識・技能を身につけていきたい

安心と信頼を得ることが日々求められている

憩いの場所を提供するために・・・


